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「三田学会雑誌」88巻 3 号 （1995年10月）

白 井 厚 ，小松隆ニ監修

『現代の経済と消費生活 

 協同組合の視角から-----』

コープ出版，1994年，viii +  303頁

は じ め に

全国の公私立大学で協同組合論を開講している 

ところは，きわめて少ないが，1993年度慶大経済 

学部では日生協と全労済の寄付講座によって， 

「現代の経済と消費生活」が開講され，多数の受 

講生があったことは，画期的なことであった。

かって大学紛争時，産学協同が槍玉にあがった 

ことがあったが，この時の問題は産業界の資金に 

よって教育や研究がおこなわれると，教育や研究 

の客観的中立性が侵され，資本に隸属するという 

ことであった。

今回の寄付講座をみる限り，開講課目や講師の 

選定など大学の主体性のもとにおこなわれ，また 

事前にシラバスが配布されるなど，充分な配慮の 

もとで行なわれており，むしろ快挙といってよい。 

従来の大学教育は厳密な資格審査に合格した教官 

によっておこなわれ，第一級の学外者による豊富 

な経験を聴く機会が，著しく少なかったといって 

よいが，今回の試みは新らしい道を敷設したとい 

う点でも高く評価されるところであろう。

本書はその時の講義を講師がリライトし，一冊 

にとりまとめたものである。それだけに博引傍証 

型の論文集とは違い，それぞれの講師が気楽にの 

びのびと語っており，講師のキャラクタ一や信条 

が行間に踊っており，まことにユニークな書物に 

なっている。

なかには，講師間に見解がくい違うところもあ

るが，監修者があえて編集しないで，そのまま登 

載している点なども本書の魅力の一 つ に なってい 

る。

第 1 部資本主義の発展と協同組合

第 1 章 「資本主義の形成と協同組合」を白井 

厚教授が担当しているが，まず寄付講座とは何か 

を解説し，慶應義塾と協同組合の関係について語 

っている。教授はさきに『慶応義塾消費組合史』

を刊行しているが，その成果のなかから高橋誠一 

郎博士が『随筆慶應義塾』に書いた「平等な人た 

ちが互に心をあわせ，力をあわせて事に当る共同 

組合主義によって経営さるべきである」としてい 

るように，義塾の経営方針はまさに協同組合方式 

であり，学問共同体= 教育協同組合であったと言

っている。

また，ロッチデール公平先駆者組合をいち早く 

祖述したフォーセット夫人の『経済学入門』をわ 

が国で最初に翻訳した林正明（1873年）や永田健 

助 （1877年）も塾で学んだ人であり， 日本で最初 

の消費組合である「共立商社」を1879年に設立し 

た早矢仕有的も義塾出身者であって，慶応義塾は 

わが国協同組合史にパイオニアとしての輝やかし 

い地歩をしめていることを述べ，受講者の心を引 

きつけている。

第 2 章を担当した松村高夫教授は「労働運動， 

社会主義，協同組合」を書いているが，かなりュ 

ニ一クな視角から述べている。通常，ロバート • 
オ一エンを協同組合の鼻祖としているが，これを 

絶対視するのではなく，相対化してみることが必 

要とし，前章の白井教授とかなり違ったニュアン 

スで書いている点が注目をひく。教授によるとオ 

—エンのニュ一. ラナ一ク工場の労働者住宅もオ 

一 エンの労働者福祉思想からでたものというより， 

労働者をスコットランド各地から集め，さらに北 

辺の辺境から集めてこれを引きとめるためのもの 

で，バット編『綿紡積エのプリンス』（1971年）

が指摘するように「オーエンといえども経営者と 

して一定の労働者管理をしたと捉えるほうが自 

然」（29頁） という説を援用し，醒めた目で評価
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していることである。

また，オーエンは1825年 5 月北米のニ ュ ー •ハ 

一 モ ニ ー で 「準備社会」を開設したが，ここで有 

名な演説「…無知で利己的な制度から啓発された 

社会的制度へ社会を変えるため…」と言いながら 

「有色人種を除くすべての人が会員となる」 とし 

ているのは，彼の本質を示すもので，「大きな問 

題である」（30頁）と記している。

このように1 章と 2 章の違った見解を調整せず， 

並列していることは，学生へ眞実の探求への興味 

を起させ，定説をも疑うという柔軟な心を育てる 

配慮によるものとすれば，義塾のリベラリズムが 

具現してものではなかろうかと読者の感興をさそ 

うものである。

第 3 章 「協同組合の日本における足跡」を小松 

隆ニ教授は書き， 日常生活の視座から協同組合の 

目的，原則をわかりやすく述べた上で，わが国に 

おける協同組合の受容過程を語っている。

わが国協同組合の先駆者として高野房太郎 

( 1 8 6 9 - 1 9 0 4 )や賀川豊彦 (1887—1960)，新井格 

(1888— 1951)，さらに岡本利吉（1885—1946) を 

挙げ，従来，賀川を除いて語られることが少なか 

った人々を「先駆者」 としてかかげていることは 

注目に値しよう。

第 2 部現代の経済と消費生活

ジャーナリストとして高名な石弘之氏が第1 章 

で 「人類の文化史における消費文明の成立」を書 

いている。人類史のエポックとして「人間革命」 

(500万年前一3 万5,000年前) ，「農業革命」（1 万 

2,000年前一 1 万年前)，「都市革命」，（5 ,500年前 

一4 ,500年前)，「精神革命」（4 ,000年前一2 ,000年 

前） と画区し，ここわずか2 世紀の間に「科学革 

命と産業革命」 と 「情報 • 輸送革命」が起り，大 

量生産 • 大量消費の時代を迎えたとしている。そ 

してこの大量生産と大量消費が地球資源を消粍し， 

廃棄物によって生態系をこわし，地球環境を人類 

の生存が憂慮されるまでに至らしめていると警鐘 

をならしている。そしてその原因の一つは，人口 

の爆発的増加であるという。

1993年 6 月の世界人ロ 55億 6 千万人が2040年に 

は100億人になると推定され，地球の収容定員80 
億人を超過すれば環境破壊はさらに進むだろうと

いう。

これらの対策として人口抑制はもちろんのこと 

消費を半分に減すことや環境税（たとえば炭素 

税）の徴集などを考える必要があることなどを提 

言している。総論においては多くの読者に異議は 

ないと思われるが，ではどういう組織や方法で環 

境を守って行くかという実践方法， とくにこれと 

の関係で協同組合運動の進め方についても本講座 

では舌を滑らして頂きたかったという思いが読者 

には強いのではなかろうか。

第 2 章の島田晴雄教授は「現代市民生活の基本 

問題」を講じているが， 日本社会の基本的問題と 

して第1 に政府の優越性をあげている。福沢翁が 

官尊民卑の弊風を指摘して1 世紀を優にこすのに， 

今日の不良債権問題一つをとっても，大蔵省は頑 

として眞実を知らせようとしないことなどのなか 

に牢乎として残っていると指摘している。

いま一っは企業中心社会であることを挙げ，恩 

義ある会社のためなら社会的犯罪でも犯罪とは思 

わない「会社主義」が市民生活の根底にあること 

を鋭く指彈している。 日本に眞の民主主義を確立 

するためには政治への参加が不可欠で「少なくと 

も絶対に守らねばならない最低の義務は，投票に 

行くこと， もしくは投票をすることだ，それをし 

ない人は国民をやめたらよい」（107頁）と決めむ 

つけているが，これは戦時中の「国民でない」と 

いう殺し文句によって断崖に立たされたことを想 

起させる。投票に行かない自由，投票しない自由 

を包攝するのが民主主義ではなかろうかという疑 

義を読者に起させるだろう。

第 3 章では冨田昌志氏が「生産，流通，消費の 

現状と消費者運動」を運動に参加した立場から懇 

切に述べ，共同購入による生産者との提携，ここ 

における生協の役割を語って説得的である。

第 3 部現代の経済と協同組合運動

第 1 章で中嶋拡子女史は「協同組合と女性の
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力」を語っている。 日本の生協運動は女性の力に 

よって今日の水準まできたといっても過言ではな 

い。女史は登戸生協の組合員，常務として辛酸を 

なめて来られただけに論旨が地に着き，生活と密 

着しているだけに理念の空回りがない。欲をいえ 

ば，女性経営者として苦労をされたであろう「理 

念」と 「経営」の矛盾や軋櫟をもう少し語ってほ 

しかったというのが読者の願ではないだろうか。

第 2 章で富沢賢治教授は「生産の場における協 

同の実験」 というテーマをかかげて登壇し，国際 

的に第三世代の協同組合として注目されている労 

働者生産協同組合を縦横に語っている。 とくに教 

授自身が深くかかわっている「中高年雇用•福祉 

事業团」について述べ， 7 原則について講述して 

いる。労働者が自から出資し，そこで労働し，経 

営する資本，労 働 •経営が統一した労働者生産協 

同組合こそ，未来社会の一つの担手であるという 

熱い思いが読者にも伝わってくる。そしてこのこ 

とは，第 3 セクタ一論や「社会的経済」（ficono- 
m ie s o c i a l e )論に連らなり，新らしい経済体制 

論のt旲索をしている。

常盤政治教授は第3 章 「農村社会の変貌と農協 

の役割」を担当し，緻密に農村や農民層の変貌を 

述べ，かって全農家総ぐるみの組織であった農協 

が，組織的に弱体化し経営主義に陷り，組合員に 

見はなされつつある情況を語っている。 しかしわ 

が国食料の安心•安全な供給と国土の保全は多く 

の人の望むところであるとし，農協の奮起を熱望 

している。

第 4 章で眞屋尚生教授は「共済協同組合と保 

險」を分担し，1867年福沢翁が『西洋旅案内』に 

おいて保險論を述べていることを紹介し，現代で 

は人間の生活保障をめぐる自助と互助の保險制度 

が必要で，会社保險に対する協同組合保險の一層 

の発展が望まれることを語って稗益する点が多い。

第 5 章 の 「アジアの生活協同組合」については， 

日生協の国際担任の常務理事である大谷正夫氏が 

担当している。アジア各地の生協を熟知し，太平 

洋地域生協委員会議長としての豊富な経験から，

適確な知見を述べ，受講者の目を海外， とくにア 

ジアに注がせている。IC A 参加組合員 7 億人中， 

アジアは4 億 4 千 万 人 （63% ) を占めるに至って 

おり，そのなかで日本の協同,組合はその質と内容 

で世界の協同組合をリードするまでに至っている 

が，言語などの関係で充分にその力量を示すまで 

に至っていないのが実状である。若い受講者のな 

かから優れたコ ー ポ レ タ ー の 輩出を望む思いがみ 

なぎっている。

第 6 章 「アジアの農業協同組合」はニ神史郎氏 

が担当している。氏は IC A 東南アジア事務局に 

出向し，全中の国際部長を圣てアジア農協振興機 

関の常務理事として各国の役職員教育にたずさわ 

った人で，， このテーマを語る最適の人である。ア 

ジア諸国ではいずれも富国強兵策として農協を育 

成しており，農民の自主，自立の協同組合でない 

ところに共通の問題点があることを語っている。 

ちょうど明治期の産業組合が殖産興業と富国強兵 

策として政府によって育成されたのと似ているが， 

これをいかに農民主体に民主化するか，組合員の 

主体的な参加型の組合にするかが最大の課題だと

いう。

わが国の食料輸入が増加し，国内農業が衰退し 

つつある時，アジアの農協とどのように提携して 

ゆくか，受講者ならびに読者の知りたいと思うと 

ころを，いま少し敷衍して頂きたかったという思 

いが強い。

第 4 部 21世紀への展望

第 1 章で西川潤教授は「もう一つの生にき方の 

模索」 というテーマでスケーレの大きい思考で21 
世紀への試論を展開している。 もう一つの発展と 

いうのは，市場原理を玉条とし，利潤追求を中心 

とする社会ではなく，自立した個が自主管理する 

ような非営利的な組織一協同組合は他者との平等， 

他者との連帯，あるいは世代間の連帯，環境との 

共生を特質とするもので， もう一つの発展と考え 

てよいという。

もう一つの生活とは商品経済のなかに埋もれて 

「モノ」しか見えない生活から人間のみえる人間
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らしい生き方を追求する生き方であるし，協同経 

済運動にその可能性があるのではなかろうかとい 

う提言と解することができる。話題が豊富で多岐 

にわたり該博すぎて，要約が困難というのが読者 

の受取り方ではなかろうか。

最 終 章 「現代社会と協同組合の可能性」を大内 

力教授が担当し，経済社会の編成には「協同経 

済」，「計画経済」，「市場経済」の三つの原理があ 

って，歴史的条件によってその組合せに濃淡があ 

って経済社会を構成するという。現代社会主義は 

経済の大部分を計画経済で処理しようと意識的に 

考えたが，ソ連の場合は中央集権指令計画経済に 

なり，人民に支持されず70年の命脈を断った。 し 

かし市場経済を中心とし，市場原理によって動く 

資本主義経済も寡占や富の偏在，不況，失業など 

不安定要因が多い。 したがって将来社会を展望す 

る場合は，協同経済原理によって組織しなぉすこ 

とを考えてみては如何なものだろうか， という。

いずれにせよ，従来，市場経済，協同経済，計 

画経済は歴史的，段階的ステージと考えられてき 

なが，これを同一社会のなかに併存的にその原理 

をもち，歴史的条件によってその組合せが変化す 

るという考え方は，いままでなかった社会体制諭 

の提起ということができようし，それだけに刮目 

されるところであろう。

ぉ わ り に

以上，一読者としての感想を卒直に述べてきた 

が，一組合員の視座から現代の経済と消費生活を 

みると，多くの講師が指摘されているように，商

社のマーケッティング戦略に踊らされて，大量消 

費とゴミの山を築いてきたという思いが強い。こ 

のことは地球資源の浪費，地球環境の破壊とつな 

がり，自からの首をしめることになっている。消 

費者として簡素な生活を心掛けねばならないが， 

尨大な役職員をかかえる今日の協同組合が質素， 

儉約の方向で運動を展開できるか，「理念」と 

「経営」の相克に当面せざるをえまい。この辺の 

問題についても触れてほしかったという思いが強

い。

総じて本書には福沢翁の建学の精神が脈々と流 

れており，慶応義塾にしてはじめて可能であった 

と深い敬意を表し，あわせて数々の妄言を陳謝し

たい。

付 記

本書に若干のミスと思われるものが散見される 

ので，好意の徴までに付記したい。 3 頁中ほど 

に 「マツカーサ一元帥が大統領を辞めたとき」 

はアイゼンハワーのミスではなかろうか。186 
頁，「農協法では信用，販売，購買，共 済 （作 

物が獲れなかったとき夫済保險…） としている 

が，これは農業災害補償法による「農業共済組 

合」のことで全く別の組織である。農協法の共 

済事業は養老生命保險，こども共済，自然災害 

担保付建物更生共済，火災共済等である。

280頁，281頁 の 「じいさんが芝刈りに」は薪に 

す る 「柴」刈りではなかろうか。

伊 東 勇 夫

(佐賀大学名誉教授）
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